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六
月
三
日
、
県
内
海
水
浴
場
の

ト
ッ
プ
を
切
っ
て
岩
地
海
水
浴
場

で
海
開
き
が
行
わ
れ
ま
し
た
。
こ

れ
に
続
き
、
二
十
五
日
に
は
石
部

海
水
浴
場
、
七
月
一
日
に
雲
見
海

水
浴
場
、
七
月
七
日
に
は
松
崎
海

水
浴
場
の
海
開
き
が
予
定
さ
れ
て

お
り
、
本
格
的
な
海
水
浴
シ
ー
ズ

ン
を
迎
え
ま
す
。

　

各
海
水
浴
場
と
も
七
月
十
四
日

か
ら
監
視
業
務
を
始
め
、
安
全
確

保
に
努
め
ま
す
。

　

賀
茂
健
康
福
祉
セ
ン
タ
ー
に
よ

る
海
水
浴
場
の
水
質
検
査
の
結
果

は
、
岩
地
・
石
部
・
雲
見
が
Ａ
Ａ
、

松
崎
が
Ａ
と
判
定
さ
れ
、
安
心
し

て
海
水
浴
が
楽
し
め
ま
す
。

　

ま
た
、
近
年
愛
好
者
の
増
え
て

い
る
水
上
オ
ー
ト
バ
イ
対
策
と
し

て
、
松
崎
海
岸
で
は
ブ
イ
を
設
置

し
て
遊
泳
区
域
と
運
行
区
域
を
明

確
に
す
る
ほ
か
、
監
視
員
に
よ
る

放
送
、
チ
ラ
シ
配
布
を
実
施
し
、

海
水
浴
客
や
シ
ー
カ
ヤ
ッ
ク
と
の

ト
ラ
ブ
ル
・
事
故
防
止
に
努
め
ま

す
。

　

宿
泊
施
設
や
飲
食
店
で
は
、
衛

生
管
理
に
留
意
し
、
食
中
毒
の
防

止
に
努
め
ま
し
ょ
う
。

　

本
格
的
な
夏
の
シ
ー
ズ
ン
を
控

え
、
地
域
・
住
民
・
関
係
機
関
が

連
携
し
、
安
全
で
快
適
な
環
境
づ

く
り
に
ご
協
力
を
お
願
い
い
た
し

ま
す
。

皆
様
の
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

◎
可
燃
ゴ
ミ
は
指
定
ゴ
ミ
袋
で
出

し
て
く
だ
さ
い
。

◎
可
燃
ゴ
ミ
と
分
別
ゴ
ミ
は
し
っ

か
り
分
け
て
、
分
別
収
集
に
ご

協
力
く
だ
さ
い
。

◎
水
分
を
充
分
切
っ
て
か
ら
出
し

て
く
だ
さ
い
。

◎
可
燃
ゴ
ミ
は
八
時
十
五
分
ま
で

に
出
し
て
く
だ
さ
い
。

　

夏
期
シ
ー
ズ
ン
は
廃
棄
物
不
法

投
棄
が
多
発
し
ま
す
。
そ
の
対
策

と
し
て
、
例
年
不
法
投
棄
取
締
り

パ
ト
ロ
ー
ル
を
実
施
し
て
い
ま
す
。

　

期
間
は
七
月
、
八
月
の
二
カ
月

間
で
、
不
法
投
棄
多
発
箇
所
を
中

心
に
毎
週
実
施
し
ま
す
。

　

不
法
投
棄
を
発
見
し
た
場
合
は

廃
棄
場
所
、廃
棄
物
の
種
類
に
よ
っ

て
土
地
所
有
者
、
関
係
機
関
へ
の

連
絡
を
行
い
ま
す
。
ま
た
、
悪
質

な
も
の
に
つ
い
て
は
警
察
に
通
報

す
る
な
ど
の
措
置
を
講
じ
ま
す
。

　

ゴ
ミ
の
量
が
増
大
す
る
夏
期
の

処
理
対
策
と
し
て
、
七
月
二
十
三

日
か
ら
八
月
十
九
日
ま
で
特
別
収

集
を
行
い
ま
す
。
日
程
等
は
広
報

お
知
ら
せ
版
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

�
子
ど
も
と
高
齢
者
の
歩
行
中
の

　

七
月
は
、
青
少
年
非
行
防
止
強

調
月
間
で
す
。
家
庭
・
学
校
・
地

域
社
会
が
連
携
し
、
青
少
年
の
健

全
育
成
お
よ
び
非
行
防
止
に
努
め

ま
し
ょ
う
。

　

期
間
中
、
健
全
育
成
の
啓
発
チ

ラ
シ
の
配
布
や
非
行
防
止
の
街
頭

キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
、
下
校
時
の
街
頭

指
導
等
さ
ま
ざ
ま
な
取
り
組
み
が

予
定
さ
れ
て
い
ま
す
。

　
「
う
ち
の
子
・
町
の
子
・
み
ん

な
の
子
」
を
合
言
葉
に
地
域
一
丸

と
な
っ
て
子
供
た
ち
を
育
て
ま
し
ょ

う
。

交
通
事
故
防
止　

�
自
転
車
の
安

全
利
用
の
推
進　

�
シ
ー
ト
ベ
ル

ト
・
チ
ャ
イ
ル
ド
シ
ー
ト
着
用
の

推
進
を
重
点
目
標
に
「
夏
の
交
通

安
全
県
民
運
動
」
が
七
月
十
一
日

か
ら
二
十
日
ま
で
展
開
さ
れ
ま
す
。

　

観
光
客
、
帰
省
客
の
増
加
に
伴

い
交
通
事
故
も
増
加
す
る
傾
向
に

あ
り
ま
す
。交
通
ル
ー
ル
と
マ
ナ
ー

を
守
り
、
交
通
安
全
に
心
掛
け
ま

し
ょ
う
。

　

な
お
、
八
月
十
六
日
は
夏
ま
つ

り
開
催
に
よ
り
、
松
崎
地
区
で
交

通
規
制
が
行
わ
れ
ま
す
の
で
、
皆

様
の
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

〜
安
全
は　

自
ら　

　

う
ち
か
ら　

地
域
か
ら
〜
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松
崎
中
学
校
校
舎
は
、
昭
和
四

十
五
年
に
竣
工
し
、
は
や
三
十
六

年
を
経
過
し
ま
し
た
。こ
の
間
に
、

昭
和
四
十
九
年
の
伊
豆
半
島
沖
地

震
や
、
昭
和
五
十
三
年
の
大
島
近

海
地
震
な
ど
の
大
き
な
自
然
災
害

を
乗
り
越
え
て
き
ま
し
た
が
、
経

年
に
よ
る
劣
化
、
更
に
昭
和
五
十

六
年
の
建
築
基
準
法
改
正
に
よ
る
、

新
耐
震
基
準
を
満
た
す
た
め
に
今

年
度
、
耐
震
化
を
実
施
す
る
こ
と

に
な
り
ま
し
た
。

　

当
初
は
改
築
の
方
向
で
計
画
し

て
い
ま
し
た
が
、
今
後
、
校
舎
以

外
の
屋
内
体
育
館
、
技
術
科
棟
の

耐
震
化
も
予
定
さ
れ
る
な
ど
、
財

政
負
担
が
大
き
く
な
る
こ
と
が
見

込
ま
れ
る
こ
と
な
ど
か
ら
、
現
校

舎
の
耐
震
補
強
工
事
と
老
朽
化
部

分
の
改
修
工
事
を
行
う
こ
と
と
な

り
ま
し
た
。

　

去
る
五
月
二
十
八
日
に
入
札
を

実
施
し
、
西
松
建
設
株
式
会
社
静

岡
営
業
所
が
落
札
、
六
月
十
四
日

の
議
会
議
決
を
得
て
、
三
億
二
千

五
百
五
十
万
円
で
正
式
契
約
の
締

結
と
な
り
ま
し
た
。

　

工
事
の
主
な
内
容
は
、
耐
力
壁

を
十
九
カ
所
増
設
し
、
建
物
の
揺

れ
を
防
ぐ
ブ
レ
ー
ス
を
十
八
カ
所

に
設
置
す
る
な
ど
し
て
耐
震
力
を

高
め
ま
す
。
ま
た
、
屋
上
の
既
設

防
水
層
を
撤
去
し
、
Ｆ
Ｒ
Ｐ
断
熱

防
水
と
す
る
な
ど
老
朽
化
部
分
の

改
修
も
併
せ
て
実
施
す
る
も
の
で

す
。
工
期
は
、
平
成
二
十
年
三
月

二
十
五
日
迄
で
、工
事
中
の
騒
音
、

生
徒
へ
の
安
全
対
策
に
配
慮
し
て
、

工
事
を
夏
期
休
業
中
や
土
日
に
集

中
さ
せ
る
な
ど
し
て
対
処
す
る
予

定
で
す
。

　

工
事
期
間
中
は
、
近
隣
の
皆
様

に
は
大
変
ご
迷
惑
を
お
掛
け
し
ま

す
が
、
何
卒
ご
理
解
を
賜
り
ま
す

よ
う
お
願
い
し
ま
す
。
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と
し
て
行
わ
れ
た
、
中
川
地
区
の

水
道
本
管
布
設
替
工
事
は
平
成
十

八
年
度
を
も
っ
て
終
了
し
ま
し
た
。

　

今
後
と
も
清
浄
な
水
の
安
定
供

給
と
事
業
の
健
全
運
営
に
努
め
て

ま
い
り
ま
す
。

　

昨
年
度
の
有
収
水
量
は
百
九
万

六
千
立
方
メ
ー
ト
ル
で
、
一
般
、

営
業
、
官
公
署
の
ほ
と
ん
ど
の
分

野
で
使
用
水
量
が
減
少
し
、
前
年

と
比
べ
二
万
七
千
立
方
メ
ー
ト
ル

の
減
と
な
り
ま
し
た
。

　

使
用
水
量
の
減
少
に
よ
り
収
益

は
減
少
し
ま
し
た
が
、
人
件
費
の

見
直
し
を
行
う
な
ど
経
常
経
費
も

減
少
し
ま
し
た
。
し
か
し
過
年
度

の
本
管
布
設
替
工
事
に
伴
う
固
定

資
産
の
除
却
が
さ
れ
て
い
な
か
っ

た
た
め
、
特
別
損
失
（
※
）
で
一

億
一
千
二
百
六
十
四
万
円
を
計
上

し
ま
し
た
。
こ
の
た
め
総
費
用
は

二
億
四
千
六
百
八
十
二
万
円
と
な

り
、
差
引
純
損
失
は
一
億
九
百
五

十
万
円
と
な
り
ま
し
た
。

　

な
お
、
管
路
の
耐
震
化
を
目
的

　

現
在
の
契
約
給
湯
戸
数
は
、
自

家
用
三
百
十
六
戸
、
営
業
用
三
十

九
戸
、
毎
分
二
千
二
百
二
十
二
�

を
給
湯
し
て
い
ま
す
。

　

町
営
サ
ン
セ
ッ
ト
ヒ
ル
松
崎
の

廃
業
や
、
営
業
用
か
ら
自
家
用
へ

の
種
別
変
更
な
ど
に
よ
り
供
給
収

益
は
減
少
し
ま
し
た
が
、
人
事
異

動
に
よ
り
職
員
給
与
費
が
減
少
し

た
こ
と
や
、
企
業
債
の
償
還
が
終

了
し
た
た
め
支
払
利
息
が
減
少
す

る
な
ど
費
用
も
減
少
し
ま
し
た
。

こ
の
結
果
一
千
百
七
十
八
万
円
の

純
利
益
を
計
上
し
ま
し
た
。

　

施
設
は
順
調
に
稼
働
し
て
い
ま

　

昨
年
三
月
九
日
に
オ
ー
プ
ン
い

た
し
ま
し
た
が
、
十
八
年
度
が
実

質
一
年
目
の
ス
タ
ー
ト
の
年
で
あ
っ

た
と
い
え
ま
す
。
前
半
は
オ
ー
プ

ン
効
果
も
あ
り
好
調
な
滑
り
出
し

と
な
り
ま
し
た
が
、
秋
以
降
伸
び

悩
み
、
結
果
と
し
て
宿
泊
者
数
は

二
万
八
千
七
百
八
十
八
人
、
宿
泊

利
用
率　

・
６
�

と
、
当
初
の
目

５７

標
（　

�
）
を
下
回
り
、
ま
た
事

６０

業
収
支
も
、
事
業
収
益
三
億
五
千

四
十
七
万
八
千
円
に
対
し
事
業
費

用
三
億
五
千
八
百
六
十
一
万
八
千

円
と
、
八
百
十
四
万
円
の
損
失
を

計
上
す
る
結
果
と
な
っ
て
し
ま
い

ま
し
た
。

　

原
因
と
し
て
、
減
価
償
却
費
が

多
い
な
ど
の
理
由
も
あ
り
ま
す
が
、

集
客
対
策
の
充
実
と
経
費
の
節
減

に
よ
り
収
支
の
回
復
を
図
り
、
観

光
の
牽
引
役
と
し
て
の
使
命
を
果

た
し
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

す
が
、
収
益
が
減
少
傾
向
に
あ
る

こ
と
か
ら
、
新
規
加
入
や
利
用
促

進
に
努
め
て
ま
い
り
ま
す
。
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静
岡
県
消
防
協
会
賀
茂
支
部
査

閲
大
会
が
六
月
十
日
（
日
）、
河

津
町
の
笹
原
桜
ま
つ
り
駐
車
場
で

行
わ
れ
ま
し
た
。

　

大
会
に
は
、
賀
茂
地
区
一
市
五

町
の
消
防
団
か
ら
出
場
十
二
チ
ー

ム
の
選
手
を
含
む
団
員
五
百
七
十

六
人
が
参
加
し
ま
し
た
。

　

こ
の
大
会
は
、
団
員
の
技
術
向

上
と
消
防
意
識
の
高
揚
を
目
的
に

隔
年
で
開
催
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

競
技
は
、
ポ
ン
プ
車
操
法
、
小

型
ポ
ン
プ
操
法
の
二
部
門
で
行
わ

れ
、
ポ
ン
プ
車
が
六
人
、
小
型
が

五
人
で
チ
ー
ム
を
編
成
し
、
動
作

の
正
確
さ
や
タ
イ
ム
な
ど
を
競
い

合
い
ま
し
た
。

　

松
崎
町
消
防
団
か
ら
は
ポ
ン
プ

車
操
法
に
第
二
分
団
第
一
小
隊

（
江
奈
）、
小
型
ポ
ン
プ
操
法
に

第
二
分
団
第
二
小
隊
（
桜
田
）
が

出
場
し
ま
し
た
。
開
会
式
で
は
選

手
を
代
表
し
、
ポ
ン
プ
車
操
法
指

揮
者
の
土
田
克
之
さ
ん
が
力
強
く

宣
誓
を
行
い
ま
し
た
。

　

当
日
は
、
あ
い
に
く
の
雨
と
な

り
開
会
が
約
二
時
間
遅
れ
、
会
場

も
急
き
ょ
河
津
中
学
校
か
ら
隣
接

の
桜
ま
つ
り
駐
車
場
に
変
更
に
な

り
ま
し
た
。

　

選
手
は
、
慣
れ
な
い
ア
ス
フ
ァ

ル
ト
で
の
競
技
と
な
り
ま
し
た
が
、

大
会
に
向
け
約
一
カ
月
間
続
け
て

き
た
訓
練
の
成
果
を
大
勢
の
関
係

者
が
見
守
る
中
、
堂
々
と
披
露
し

ま
し
た
。
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六
月
四
日
、
深
澤
町
長
が
大
乘

さ
ん
宅
を
訪
問
し
、
記
念
品
を
贈

呈
し
ま
し
た
。
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六
月
十
日
に
行
わ
れ
た
球
技
大

会
の
結
果
を
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

��

�　

岩
科
フ
ァ
イ
ヤ
ー
イ
ー
グ
ル
ス

�
�
�　

中
川
Ｙ
Ａ
Ｍ
Ａ
Ｂ
Ｉ
Ｋ
Ｏ

��

�　

サ
ウ
ス
ロ
ー
ド
レ
ッ
ド

　
　
　
　

ジ
ャ
ス
パ
ー
ズ 
（
道
部
・
南
区
）
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シ
ー
カ
ヤ
ッ
ク
マ
ラ
ソ
ン
の

ス
タ
ー
ト
の
様
子
が
本
号
の
表

紙
を
飾
っ
て
い
る
。

　

岩
地
海
水
浴
場
の
波
打
ち
際

を
ス
タ
ー
ト
ラ
イ
ン
と
し
、
号

砲
一
発
で
百
六
十
艇
余
り
が
一

斉
に
漕
ぎ
出
す
様
子
は
壮
観
で

あ
っ
た
。

　

選
手
の
年
齢
層
は
広
い
よ
う

に
う
か
が
え
た
が
、
岩
地
か
ら

千
貫
門
を
経
て
波
勝
崎
ま
で
往

復
約
十
六
�
の
コ
ー
ス
に
も

か
か
わ
ら
ず
結
構
楽
し
く
完

走
で
き
る
よ
う
で
あ
る
。

　

シ
ー
カ
ヤ
ッ
ク
と
い
え
ば

ア
ド
ベ
ン
チ
ャ
ー
レ
ー
ス
が

思
い
浮
か
ぶ
が
、厳
し
い
コ
ー

ス
を
夜
を
徹
し
て
突
き
進
む

過
酷
な
レ
ー
ス
で
あ
り
、
そ

の
上
レ
ー
ス
を
サ
ポ
ー
ト
す

る
人
達
の
確
保
が
大
変
で
あ

り
持
続
で
き
な
く
な
っ
て
い

る
。　

　

い
っ
そ
の
こ
と
レ
ー
ス
を

簡
略
化
し
て
中
高
生
も
参
加

で
き
る
よ
う
な
も
の
に
変
え
、

大
勢
が
応
援
で
き
る
「
ソ
フ
ト

ア
ド
ベ
ン
チ
ャ
ー
レ
ー
ス
」
と

し
て
残
す
な
ど
、
ア
ド
ベ
ン

チ
ャ
ー
レ
ー
ス
を
こ
の
ま
ま
終

わ
ら
せ
な
い
で
ほ
し
い
と
思
っ

た
次
第
で
す
。
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六
月
三
日
（
日
）、
県
内
の
ト
ッ

プ
を
切
っ
て
岩
地
海
水
浴
場
で
海

開
き
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

こ
の
海
開
き
に
併
せ
、
岩
地
海

岸
を
ス
タ
ー
ト
・
ゴ
ー
ル
に
波
勝

崎
を
往
復
す
る
「
第
九
回
伊
豆
・

松
崎
町
シ
ー
カ
ヤ
ッ
ク
マ
ラ
ソ
ン
」

が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

全
国
か
ら
百
六
十
七
艇
二
百
三

人
が
出
場
し
、
シ
ン
グ
ル
、
タ
ン

デ
ム
な
ど
４
部
門
で
優
勝
が
争
わ

れ
ま
し
た
。
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六
月
八
日
（
金
）、
帯
広
市
か

ら
初
夏
の
花
「
ス
ズ
ラ
ン
」
五
千

本
が
届
き
ま
し
た
。

　

こ
の
ス
ズ
ラ
ン
は
、
市
親
善
交

流
課
の
皆
さ
ん
が
摘
み
取
り
航
空

便
で
発
送
し
た
も
の
で
、
早
速
仕

分
け
ら
れ
る
と
町
内
の
学
校
な
ど

に
配
布
さ
れ
ま
し
た
。

　

こ
の
定
期
便
は
、
昭
和
五
十
三

年
の
姉
妹
都
市
締
結
時
か
ら
続
け

ら
れ
て
お
り
、
今
年
で
三
十
回
目

と
な
り
ま
す
。
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六
月
十
六
日
（
土
）、「
松
崎
十

字
の
園
」
で
、
三
聖
塾
、
み
ど
り

の
少
年
団
、
海
洋
ク
ラ
ブ
合
同
の

花
壇
作
り
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

こ
の
活
動
は
、
入
所
し
て
い
る

み
な
さ
ん
に
き
れ
い
な
花
を
見
て

も
ら
お
う
と
取
り
組
ん
だ
も
の
で
、

花
の
苗
は
松
崎
高
校
の
生
徒
が
種

か
ら
育
て
て
く
れ
ま
し
た
。

　

サ
ル
ビ
ア
や
マ
リ
ー
ゴ
ー
ル
ド

が
植
え
ら
れ
、
二
時
間
程
で
き
れ

い
な
夏
花
壇
が
完
成
し
ま
し
た
。
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※この欄に掲載を希望されない場合は、
　お申し出ください。
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（平成１９年５月３１日現在）
　　　　　（　）内は前月比
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帯
広
市
の
大
正
町
に
は
、「
大

正
の
カ
シ
ワ
林
」
が
あ
り
ま
す
。

　

十
勝
・
帯
広
は
か
つ
て
い
た
る

と
こ
ろ
に
こ
の
カ
シ
ワ
林
が
見
ら

れ
、
耕
地
の
開
拓
は
こ
の
カ
シ
ワ

の
切
り
株
を
取
り
除
く
戦
い
で
も

あ
り
ま
し
た
。
大
正
の
カ
シ
ワ
林

は
当
時
の
自
然
が
そ
の
ま
ま
残
っ

て
い
る
地
域
と
し
て
依
田
勉
三
が

帯
広
を
開
拓
し
た
時
の
帯
広
の
様

子
が
う
か
が
え
ま
す
。

　

林
の
中
は
、
火
山
灰
の
乾
燥
し

た
表
土
に
カ
シ
ワ
の
枯
葉
が
幾
重

に
も
積
も
り
、
固
く
頑
固
な
カ
シ

ワ
が
深
く
根
付
い
て
い
ま
す
。
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人身事故　１１件　（　－５）

物損事故　４１件　（　－４）

死　　者　０人　（　±０）

傷　　者　１６人　（　－８）

　

ま
だ
お
話
の
で
き
な
い
赤
ち
ゃ
ん
が
、
さ

か
ん
に
リ
ン
ゴ
の
ほ
う
を
見
て
、
指
を
さ
し

て
「
あ
っ
、
あ
っ
」
と
い
っ
て
い
ま
す
。
こ

う
い
う
と
き
、
ま
わ
り
の
大
人
が
「
あ
ら
あ

ら
、
リ
ン
ゴ
が
ほ
し
い
の
ね
」
と
赤
ち
ゃ
ん

の
気
持
ち
を
じ
ょ
う
ず
に
読
み
と
っ
て
く
れ

れ
ば
、
赤
ち
ゃ
ん
は
「
通
じ
た
！
」「
わ
か
っ

て
も
ら
え
た
！
」
と
う
れ
し
く
な
り
、
も
っ

と
気
持
ち
を
伝
え
よ
う
と
す
る
よ
う
に
な
る

で
し
ょ
う
。

　

大
人
が
気
が
付
か
な
か
っ
た
り
、
全
然
違

う
も
の
し
か
と
っ
て
く
れ
な
か
っ
た
り
す
る

と
赤
ち
ゃ
ん
は
だ
ん
だ
ん
あ
き
ら
め
て
気
持

ち
を
伝
え
よ
う
と
し
な
く
な
っ
て
し
ま
う
か

も
し
れ
ま
せ
ん
。
余
裕
を
も
っ
て
「
な
あ

に
？
何
を
言
い
た
い
の
？
」
と
い
う
気
持
ち

で
子
ど
も
と
向
き
合
い
た
い
も
の
で
す
。

　

子
ど
も
が
成
長
し
て
「
こ
と
ば
」
が
達
者

に
な
る
と
つ
い
こ
と
ば
の
表
面
に
と
ら
わ
れ

が
ち
で
す
が
、
つ
ね
に
こ
と
ば
の
裏
に
あ
る

「
気
持
ち
」
の
部
分
に
目
を
向
け
て
あ
げ
ま

し
ょ
う
。
思
春
期
の
屈
折
し
た
表
現
に
も
子

ど
も
の
気
持
ち
を
わ
か
ろ
う
と
い
う
立
場
で

見
守
っ
て
い
る
と
そ
れ
な
り
に
乗
り
越
え
て

い
け
る
も
の
で
す
。

 

「
暮
ら
し
と
健
康
」
よ
り
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（平成１９年５月３１日現在）

　　（　）内は前年対比

����������
����������届出人年齢氏　名地　区

昭　彦８７長 谷 川 ヒ サ 子宮　内
関　子６７竹 内 重 雄宮　内
義　信８７松江直太郎江奈３

薫８４一 瀬 金　小杉原
正　巳９６鈴 木 さ か南　郷
和　則６３佐々木和彦中　区
　　治５７山 田 早 苗江奈２
公　夫８６�橋千代子雲　見
竹　夫６８木村ふさ江江奈３
武　　８７� 長　 　門　野
幸　子７６田 口　 輔八木山

齋藤喜久美７６　　 　 夫岩　地

届出人年齢氏　名地　区
勇　介９１土 田 と め江奈１
浩　二９４石 垣 梅 子東　区
　　樹７７関　　　亮宮　内
康　文２３三枝万里子中　区

��������	
���

　　男７９高 橋　 　雲　見

※６月号の掲載内容（年齢）に誤りがありました。
お詫びして訂正します。

保護者性別名　前地　区

� 長 政 彦男 楽  翔 
ガク ト

峰　輪

渡 邉　 悟女 一  花 
イチ カ

大　澤
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天
然
の
自
然
と
し
て
は
す
ば
ら

し
い
の
で
す
が
、
い
ざ
こ
の
地
を

開
墾
す
る
に
は
大
変
な
労
力
が
必

要
だ
っ
た
と
今
で
も
感
じ
る
こ
と

が
で
き
ま
す
。

　

六
月
の
初
旬
、
こ
の
林
は
一
面

す
ば
ら
し
い
香
り
で
包
ま
れ
ま
す
。

ス
ズ
ラ
ン
が
一
斉
に
開
花
し
、
短

い
帯
広
の
夏
が
始
ま
り
ま
す
。

　

六
月
の
初
め
に
松
崎
町
の
み
な

さ
ん
に
お
届
け
し
た
ス
ズ
ラ
ン
は
、

こ
の
大
正
カ
シ
ワ
林
の
周
辺
で
市

の
親
善
交
流
課
職
員
十
一
人
が
総

出
で
採
取
し
た
も
の
で
す
。
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